
 
算数科指導において、自らの考えを深める児童の育成 

―集団解決の場面で、考えをつなぐための工夫を通して― 

 

 

特別研修員 算数・数学 早川 香織（小学校教諭） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す児童像 

友達の考えに触れながら 

自らの考えを深める児童 
 せっかく良い考えを持っているのだから進んで発表してほしい 

疑問を伝え合ってほしい 

友達の考えを聞いて新しい気付きをどんどん発表してほしい 

 

 

  

 

 

 

 

 

成果○と課題● 

○発表ボードに解答の一部を提示したりバトンタッチ説明を取り入れたりしたことにより、友達の考えを読み取り、分かり

やすく言葉を補いながら続きを説明できる児童が増えた。また、比較・検討の発問により多様な考えから決まりを見付け

たり、考えの違いやよさに気付いたりするようになった。 

●バトンタッチ説明では､全ての児童が理解につながらない場合もある。説明できない児童の考えも意識して見取って行く必

要がある。また、多くの児童がより良い考えに気付けるように、児童の考えに沿った適切な発問をすることも大切である。 

 

 

 

バトンタッチ説明 

 相互指名により、つなぐ指し棒を使っ

て友達の考えの続きを説明していく 

 

 
 

Ａ君の考えを式にすると 180×２です。 

この続きを説明してください。 

Ａ君は四角形を三角形二つ

に分けています。三角形の内

角の和は 180です。三角形が

二つできたので 180×2 で

360になります。 

教師：この二つの考えの共通点は何？ 

児童Ｃ：分けているところ。 

児童Ｄ：対角線で分けている。（付け足しサインを出して） 

児童Ｅ：対角線で、三角形に分けているだと思います。（付け足

しサインを出して） 

教師：違うところは？ 

児童Ｆ：三角形２個と三角形４個に分けているところ。 

児童Ｇ：付け足しします。ゆうれい角も引くことです。 

※『ゆうれい角』とは余分な角度に児童の言葉で名付けた言葉 

 
 

あ、分かった！ 

つなぐ発問例 ：「○○さんがなぜこう考えたのか分かる？」「○○君の続きを言えるかな？」「この考えを式にできる？」 

比較･検討の発問例 ：「共通点は？（一般型）」「一番簡単なのは？（序列型）」「それぞれの考え方のよさは？（独立型）」 

 

Ａさんと同じ考えだ 
どう考えたのかな 

Ｂ君の続きを言います 

Ａ君の考えを式にします 

付け足しします 

どれも分けています 
共通点は？ 

違う式だけど･･･ 

そうか！式が違っても・・・ 

 
こんな児童を育成したいと考えました！ 

 

教師の願い 
答えは分かるけど･･･ 

なんでわり算するの？ 

 

図と式から考えを読み取っている場面 
発表ボード 

Ａ３判のクリアファイルに用紙 

を差し込んだもの。 

○図や式、数直線のみをかき、考えを読

み取る。 

○色や矢印などかき加えやすい。 

○比較・検討のとき移動できてまとめやすい。 

対角線１本分けの考えを説明する場面 

Ａ君と同じように考えると･･･ 

途中までなら言えそうだけど、自信がないなあ 


